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日父 音ハ 1．0 1．2 1．0 1．0

























＼遊醐項目＼塑麩 未処理 1ヨ叉 測洗 浄
5
ヨ父 測洗 争
厚さ（・・）1 ・．・・51 ・…81 ・…gI ・…9［ 0．121
重量（9／cm2） ・…6851・…7・・1・．・・7・41・．・・7・41・．・・7・5
ED（鋤1 …5961 …5931 ・．・5921 …5921 0．583







































ヨ叉 漬 ・3・　7771　±・・　3341・4・・3・1±・・　342i・3．・8・・1　±・． 3271・．・84i－・　57
洗 倒・3・　S731±・・　34gl・4・・221±…36・・3．・9・71±・．・346「…791－…52
S．D：標準偏差
　これは5時間処理だけであるが湿度40％，70％の点で未処理の場合を基準に，吸湿率を対照試
料と洗浄試料について計算してみると，前者では約4％，後者の場合では約4．7％といずれの湿度
条件下でも後者の方が大きい。これは先にも見た如く浸潰あるいは洗浄によって膨潤や機械力に
よる非晶部の変化であり非晶領域の分子間結合が弱まって吸湿に関与していく結果ではないかと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）考えられる。さらに洗浄によって織物の吸水性が増加するという報告とも関連するものがあると
いえよう。この事からすれば含水時の熱応力は対照試料より洗浄試料の方が大きくなると推察さ
れるが，第6図，第7図によると5時間処理では対照試料の最大熱応力値と同程度かむしろそれ
より大きくなる傾向を示していた。そこで同一処理条件で湿度40－＞70％に上げた場合の吸湿率を
見ると洗浄試料の方が対照試料より小さくなる傾向を示した。この事は高湿度下では吸湿率が後
者の方が前者のものより大きくなる可能性のあることを示唆し，このような影響が第6図，第7
図における5時間処理の結果で対照試料の最大熱応力値が洗浄試料のそれと同程度かむしろ後者
より大きく表われたことの一原因ではないかと考えられた。
4　熱応力の経時変化
　以上のように温度上昇に対して洗浄試料は対照試料とは若干異なった熱応力曲線を示したが，
ここではこれらの試料について熱応力のピークを示した温度に近く，しかもナイロン繊維の二次
転移点に近い50℃に恒温槽を保ち，熱応力発生の経時変化を調べた結果をよこ方向について第8
図に示す。
　含水状態では90秒まででは熱応力がまだ平衡状態に達していないようであるが，標準時とは熱
応力発生の初期段階で数秒遅れるものの，その後の急激な増大は明瞭である。また標準時では洗
浄時間の増加した試料の熱応力は低下し，その程度は対照試料より大きくなっている。さらに含
水時には先の考察から5時間処理では必ずしも逆になっていないことがこの図からもうかがえる
が，同一処理時間の対照試料と洗浄試料の間のちがいは小さいと思われる結果であった。
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　ナイロンフィラメント布の熱応力発生について，洗浄処理した布と対照布について測定し，両
者のちがいを検討してこれから洗浄によって受けた影響を考察した。いずれの試料においても20
℃近傍から熱応力が発生し，洗浄試料の標準状態では対照試料より最大熱応力値は小さく，しか
も洗浄時間の長いもの程小さくなる傾向を示した。これは織物の収縮率が洗浄により大きくなる
ことやP．F，厚さの変化，吸湿量測定の結果から吸湿量の大きくなることなどが関与しているも
のと考えられた。また最大熱応力値を示す温度は二次転移点に相当すると思われるが，処理時間
が長くなれば低温側へ移動してくる。しかし対照試料が洗浄試料と同一処理時間でほぼ同じ温度
に移動することは洗浄による影響よりは浴温が影響しているともいえる。次に20％水分を保有さ
せた場合の結果からは標準時の3～3．5倍の熱応力が発生することになるが，処理時間の長い方
が最大熱応力値は大きく現われ，標準時の場合とは逆になる。これは吸湿量の測定結果などから
推察すると，処理された試料への膨潤剤としての水分の浸入のしやすさと共にこの水分による分
子運動の活発さ，さらにこの水分により一層弱化された二次結合をより安定な状態にしようとす
るためと考えられた。しかし収縮率との関係は洗浄試料→対照試料一〉未処理試料の順に伸張率
が大となり，熱応力の大きさは伸張率とは逆に現われたが，時間的関係は明らかではなかった。
この含水時の結果からも最大熱応力値を示す温度は処理時間の増加により低温側への移動が見ら
れた。これらの変化は繊維の内部構造変化に基づくものと推察される。さらに50℃中での熱応力
の経時変化を調べた結果，含水状態では標準時の場合に比べて熱応力の発生は水分子が温度上昇
を妨害するため遅れるが，その後は急激に増大する。この結果から見た最大熱応力値の処理時間
の関係や対照試料と洗浄試料との関係は今まで見てきた標準時，含水時の温度一熱応力曲線の場
合とほぼ同様であった。なお本研究の一部は繊維製品消費科学会北陸支部総会（1976．10）にお
いて発表しもたのである。
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